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三　　井　　　健君

1．黒谷正男君　上京中負傷し、目下自宅療養中。

3月一杯休ませてもらいたいとの申し入れあり、理事会はこれを認めまし

た。
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2．米山記念奨学会に対し先に石黒君、つづいて

張君から多大の寄附をいただきましたが、鶴岡R．Cの特別寄附累計額が

￥1，210，000円となり、内規により鶴岡R．Cが”米山功労者”に推薦された。

又、張秀子さんも特別寄附により”米山功労者”に推薦されました。

表彰は何れも地区大会席上で行われる。

3．地区青少年交換委員会から

今年8月からのアメリカ派遣交換学生を希望される方は、早速青少年交換

委員長まで申し込まれたし。
ノ　4．今年5月G．S．Eを迎えるにあたり

分区として会員全員500円を負担することになったのでよろしく。

山　口　篤之助君

1．全国ロータリー会員名簿上・下巻あわせて3，000円（送料別）希望者は

3月20日まで事務局に申し込まれたし。（ロータリーの友事務所）

2．先週、世界理解週間についての会員スピーチにあたり、財団への寄附額

15，725円。

3．例会時間変更のお知らせ

遊佐R．C　来る3月13日（火）の例会は親睦会の為

と　　き　　3月13日（火）P．M6：00

と　こ　ろ　　富士屋

登録料　　￥　5，000

4．会報到着

（1）遊佐R．C　（2）能代R．C　（3）鶴岡R．A．C　（4）鶴岡B．B．S

5．ロータリー全国会員名簿ご注文のお願い

ロータリーの友事務所

価　格　上下一セット￥3，000（送料別）

〆　切　3月20日

◆会員ス　ピ　ーチ

「ロータリーアジ7地域大会」参加旅行について　　高　岸　君

すでにご承知の通り、1979年9月20日より23日まで4日間にわたり、韓国の

ソウル市にてアジア地域大会が開催されることが決定されております。この大会

は1958年、印度のデリーで開催されて以来、久々に行なわれるものです。

特にこの大会は、日本からの参功者数によって成功、不成功が決まるといっても



よいほど期待されておるようです。

このたび大会参加旅行としてモデルコースをお渡しいたしましたが、その内新

潟発着コースについて多分に流動的な面もありますので航空状況等についてご説

明いたします。

このコースは定期便開設された場合のものですが、通常、定期航空会社は経営

上の戦略として定期路線の拡大を第1としている訳ですが、相互に乗り入れする

2国間の合意にもとづく協定の締結、航空会社間の運行に伴う諸条件の合意によ

り、定期便が実現することになりますので現時点での想定と実際の開設時期、ス

ケジュール等との相違も考えられますので、場合によってはコースの変更もあり

得るかと思います。

いずれにいたしましても交通公社として長年の大会参加旅行斡旋の実績と経験

を生かし検討を重ね、企画をさせていただきました。多数の会員皆様のご参加を

賜わりますようお願い申しあげます。

中国旅行について

昭和47年の共同声明に続いて昨年8月12日「日中平和友好条約」が締結されま

したことは、よくご存知のことと思います。

共同声明発表以来の訪中老数は

S47年　8，000人　　声明発表

51年18，800人　　毛主席、周総理逝去、4人組事件

53年　45，000人　　条約締結

の通りでS54年は約70，000人が推定されております。

中国旅行は特別な場合を除いて普通の海外旅行と異なり、個人旅行はできませ

んが、団体として交通公社などを通して中国側から「招聴状」を取りつけた団体

旅行が一般的なようです。これらの団体の内訳は、過去の例では自治体が中心と

なるもので県・市単位の市民一般・教育・労働・経済団体等が多く、最近では、

これ以外のいろいろな組織団体が訪中していますが、中国側の基本としてほ各国

人民との相互理解と友好を深めることに目的があり、無原則に受け入れることは

ありません。特に日本からの団体が多いのでどうしても選んで許可しているよう

です。

旅行内容については、以前は旅行中に外交的儀礼行事（要人との会見、表敬訪

問など）が多かったのですが、今は名所旧跡の観光や京劇の観賞なども豊富にな

り、訪中団の性格に合せて人民公社・工場・学校・病院等のプログラムもバラン

スよく組み込まれ、中国の働く人々との友好交流もできるよう配慮されています。

旅行コースは普通約10日～2週間で3～4都市をまわる程度で1都市を1～2

泊で済ませるようなかけ足旅行ではありません9



またホテルやバスなどの施設はまだ十分整っていませんが、サービスしてくれ

る人々の誠実な応符のまさ、ノーチップなど旅行者にとっての環境はきわめてよ

いものです。食事は中華料理が当然主体となりますが、品数や種類が多く、日本

人の口によく合うとの評判です。

いつか会員皆様の希望により「鶴岡ロータリークラブ友好訪中団」でも実現で

きればまた楽しいことだと思います。

ロータリー情報委員長　三井賢二君

・新会員をかこむファイア・サイドミーティング開催について

日　時　3月13日（火）午後4時～

場　所　飯自旅館

会　費　3，000円

・全理事、ロータリー情報委員、親睦委員は、是非出席されたい。その他希望

者歓迎。
・新年度の理事会開催「特定委員会の編成について」

副会長　小松広穂君

日　時　3月6日午後4時より

場　所　山王　プ　ラ　ザ

会　費　3，000円

出席委員会

前回出席率

修正出席数
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確定出席率】85・92％；クプ
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